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日
本
經
濟
史
の
硏
究
を
以
つ
て
全
集
最
初
の一

1

卷
£
な 

マ
し
た
る
こ
ビ
は
極
め
て
當
を
#
た
り
ど
云
ふ
ベ
し
。
博

士
の
日
本
經
濟
史
及
び
史
學
^
對
す
る
造
詣
の
深
き
也
' 

一
に
其
の
比
を
見
す
、
加
ふ
る
に
考
證
論
述
に
周
到
の
用 

意
を
致
^
れ
し
こ
と
、
.勿
論
學
者
ビ
し
て
當
然
の
こ
S 

な
らW

は
云
へ
、
我
等
後
進
の
最
も
學
ぶ
べ
き
點
な
り
° 

「

大
要
を
學
習
す
る
上
に
於
て
，も
、
',
單
に
考
證
の
結
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を
聞
き
、
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究
に
ょ
り
到
達
せ
ら
れ
た
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結
論
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^
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は
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不
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な
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べ
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結

論
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を
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も
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到
達
し
た
る
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の
手
續
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ら
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は
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も
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然
科
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の
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合
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於
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り
博
士
を
責
む
石
は
素
よ
り
酷
な
.る
べ
し
。
他
方
歷
史

そ
の
も
の
の
意
義
化
關
す
る
博
士
の
意
見
を
見
る
k
、

I®
士
は
歷
史
を
解
釋
し
て
三
.耍
件
を
乘
げ
た
ぅ「「

第
一

-J
l
if
的
の
事
實
に
就
き
て
研
究
す
る
乙VJ

。第
一
一
、事
實

を
其
の
働
く
所
の
成
り
行
き
代
就
き
て
考
察
す
る

Z
ビ

第
三
、
事
實
を
由
來
ぁ
り
、
又
效
娘
あ
る
も
の
ど
し
てj

調
赍
す
る
こ
ご
。」(

上
卷
六
ー
ー
ニ
5

其
の
言
は
求
だ
ナ

分
明
碗
な
り
ど
云
ふ
を
#
ざ
れ
ノ
レ

も
^
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よ
り
引
用
せ
.

る
筋
所
は
稍
々
古
き
_
義
錄
の1

切
な
れ
ば
、
殊

更

に|

嚴
密
な
る
乙
S
を
得
ざ
り
し
，な

る

ベ

し

。

)
比
陕
的
要
を

得
た
り
ど
云
ふ
ベ

し

。箔
三
の
條
件
た
る
事
實
を
^
來

あ
b
效
采
め
る
も
の
ど
見
る
，」

ど
は
、
rt
に
*'
-
る

窜

霞

が
書
か
ん
ビ
す
る
歴
史
に
何
等
か
の
價
値
關
係
ぁ
6
て

ふ
こ
ビ
を
豫
想
す
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
か
。
觅
に
第
二

の
要
件
^
は
個
別
的
な
る
事
®
が
實
際
惹
起
^
れ
2
る

も
の
た
る
こ
ど
を
嬰
求
し
、.
.笕
ー
1

の
條
仲
は
時
間
的
.
經
.

^

ひ
.
.必
要
な
る
，.一VJ

を
.少
示
せ
o

。
寒
實
博
士
の
著
作

を
見
る
時
、
經
濟
史
が
法
制
史
に
墮
せ
す
、
政
治
史
こ

終
ら
ず
よ
く
經
濟
史
た
る
の
實
を
擧
げ
：得

。

1
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ら
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完
結

3
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し
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も
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證
其
の
他
稱
々
な
る
述
作
は
す
で
に
そ
れ
だ
け
R
 

て
甚
大
な
る
價
値
を
有
し
、；.菩
人
後
學
の
徒
を
禅
益
す 

る
こ
ど
少
か
ら
す
。.
吾
人
は
寬
し
く
博
士
の
勞
多
き
W
 

鑽
に
多
大
の
敬
意
ど
感
謝
^

を
拂
は
ざ
るv

か
ら
ず
。

, '
,

!«

士
の
經
濟
史
を
の
も
の
に
對
す
る
意
見
を
#
細
に 

知
ら
ん

0

欲

す

る

者

は

「

經

濟

史

總

論

，
一

「

經

濟

史

の

性

： 

質
及
び
範
圍
に
就
&

て
し「

經
濟
史
及
其
の
硏
究
法
‘

」

經 

濟
史
の
研
究̂

就
&

て」
(

以
上
下
卷

)

を
見
る
べ
し
。
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士
が
H

本
經
濟
史
々
料
に
關
す
る
勞
作
は「

日
本
經
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\

史
硏
究
の
材
科
に
就
き
て̂

日
本
經
濟
史
參
考
©

」
(

.

未「 

\

完
な
る
は
最
も
惜
む
4

し
。)

：「

維

新

前

の

經

濟

書

に

就
：：」 

い
て」

(

以

上上
卷)

等

に

て

我

國

，
經

濟

见

研

究

薄

の

看
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す
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を
得
ざ
る̂

0

な
4
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一
 

般
史
ノ
レ
し
て
は
前
述 

し
た
る
ニ
著
收
め
て
上
：卷
比
あ
り
、
典
の
外「

本
邦
祖 

I
稅
の
.

沿
革
し

「

日

本

古

代

の

通

貨

史

に

關

す

る

研

究

」
「

德
. 

力
時
代
#

に
中
®

以
後
に
.於
け
る
外
國
金
銀
の
%

人
.

- 

(

以
上
上
®

)
「

維
新
以
前
に
於
け
る
日
本
獄
業
の
發̂
 

に

就

き

て

、
」

「
日

本

古

代
^

於
け
る
人
民
の
移
住
^
就 

き

て

_
:

(
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上
.1
'
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等
は
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8

の
經
濟
史
ビ
見
る
ベ
ぐ
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前
揭
0

「

田
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割

替
0

傲
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■に
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■て
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上
卷)

を
始

.め

「

日
本
上
古
の
抝
族
制
波
に
就
き
て
ご
飞
ロ
本
古
化
の
#- 

落
制
に
就
き
てj

「

本
，邦
上
古
の
地
租
に
就
き
て
し「

沖
繩
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縣
の
土
a
制

度」「
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川
時
代
の
俾
遒
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驛
に
關
す
る
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ニ
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見」「

大

福
神
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‘艰
場
见
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す
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純
の
論
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)
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士
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1
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は
此
の
'
1 

外
經
濟
學
に
關
す
る
も
の
、
.支
那
長
濟
史
に
關
す
る
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.咚
等
十
數
篇
を
收
む
。
，.

：

：

：

，
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是
等
の
諸
論
文
に
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つ
て
與
へ
ら
る
、
刺
，軟
ビ
暗
示 

ミ
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つ

て
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に

“
本
酿
濟
史
の
原

嘢

に

一

步
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進
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る
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得^.
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僅
に
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に
酬
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./6
こ
ど
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得
べ
し
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菩
人
後
進
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は
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く
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す
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ず
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れ
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6
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評
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